
研究発表要旨

ダンス学習指導に関する研究

佐 分 利 育 代

1. 研 究 目的

学校教育にお ける創作ダ ソス の研究 は、学習 としての

創作過程 を確立 し、指導法 もある程度 現場へ定着 した と

思われ る。 しか し、「創作 」の性質上 、各 創作過程内で

の学 習内容 は多様 であ り、学 習者 の主体的 な創意 に待 ち

かつ・指導者の指導技術 にゆだね られる側面 も多 く、今

印 … 即興表現 フィルム撮影
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日 もなお学習指導上に残 された問題 は少 な くない と考 え

られる。特に、授業 とい う限 られた時間 での指導 に とっ

て、何 を、 どの よ うな方 法で、 どの位習得 させれ ば、ダ

ソスの基礎 と しての学習 とい えるのかを明 らかにするこ

とは、不可欠 な問題 であ る。

 本研究 では、この問題 を解決 す る一段階 として、(1)過

去 の学習指導 における学習内容 に関する問題 点を明 らか

に し、(2)「力性の変化1を 学習目標 とした学習 によって、

学 習者の表現 が どう変わ ったか を明らかにす ることによ

って、学習内容 の具体化 についての手 がか りを得 ること

を 目的 とした。

2.研 究方 法 お よび結 果

(1)文献 にみ られ るダ ソス学習指導 の問題 点

女子体育、新体育 、学校体 育、全国女子体 育研究大会

紀 要の うち、1967年 か ら1976年 に発行 され たものか ら、

学習指導案あ るいは実践例 を収集 し、導入段 階 において、

どの ような学習 目標 が、 どの ような方法で、学習内容 と

して具体的 に示 されてい るか、 その問題点 について考察

した。

学習活動の うち導入の段 階は、動機づ けと同時 に、 そ

の時間や単元の学習が、何 を目的 とし、どの ように進 め

られ るのかを学習者 にも明確 に とらえさせ る段階 でもあ

る。 しか し今回 の資料では、指導者 自身 にお いても、表

現 活動 をどのよ うに進めてい くか明瞭 にとらえて いない

もの もみ られた。

したが って、指導内容 と方法 を明 らかに し、学習 内容

を具体化 してい くことは、今後 のダ ソス学習 にとって必

要な問題 である とい える。

(2)学習指導研究

 表現要因の うち 「力性」 は、強弱 ・持続 ・急変等 、最

も原初的 に運動 と表現 に結 びついている側面で あると思

われ る。この 「力性」 にっいて、表 のようなダ ンス学習

指 導 を行 ない、学習者(男 子7名 、女子3名 の学生)の

表現が、学習 の前 と後 では どう違 うか を考察 した。

 なお、表現 につい ては次 のよ うな条件 で即興表現 を学

習の始 め と終 りに課 し、 フィル ム収録(8ミ リ)、分 析 ・

比較 を行 なった。

刺激(イ) メ トロノームM.M.1=200に よる均 一鼓 動拍

(ロ) 太鼓の一打

即興表現の長 さは制限 しない。

踊 った後、そのイメージ を自由記述 させる。

「力性 の変化」を目標 とした今回のダ ソス学習 に よって、

「踊 る」 技能 に関 しては、様 々な動 きをみつけた り、ひ

と続 きの動 きの中で盛 り上 が りや まとま りの感 じを出す

こと、それ を踊 り続 けるこ とがで きるようにな った と思

われる。 また、「観 る」技能につ いて も創 るこ とや 踊るこ

と等 の色 々な側面 か ら評価 でき、 ある程度、学習成果 が

上 がったと認め られた。

 特 に、ダ ソス学 習の経験 な く大学生 になった、男性 と

い う困難 な対 象にも、「力性 の変化」を習得す るこ とか ら

の導入が、表現 の楽 しみ を与え、学習時間の限界内 での

進歩 をみ るにいた ったこ とは、「力性の変 化」が導 入 と し

てダ ンスの表現要因 か らとりあげ る第 一次的な もので あ

るとみて も、 ある程度 良いのではないか と思われ る。

 しか し、被験者 の人数、個 人差 な ど、異 なる対 象にっ

いて今後確 かめる必要が あ り、また、他 の表現要因 にっ

いても、実施すべ き点が残 されている。

舞踊運動 とその表現性

に関する研究

-Design と Tempo を 中 心 に-

松 本 千 代 栄

柴 真 理 子

〔研 究目的 〕

芸術 としての舞踊が 、その独 自の表現 世界 を限 りな く

拡げるために、また、す べての人々が舞踊 を共有 しうる

基盤 を築 くためには、舞踊の独 自性 の底 に流 れる共通 的

な基本的性格 を明 らかにす る必要があ ると思 われる。

 舞踊運動 の表現性 については 「動 きの感 情価 に関 す る

研 究(注1)」な ど、既 にい くつかの研究報告 がな されてい

る。従来 の研究 は、運動 のみ えに着 目 して、その感 情類

型 をさぐる ことに主眼 をお くもので ある とみ られる。 し

か し、みえは実在 の運動 を越 えた世界であり、舞 踊 の基本

的性格 を見 い出すためには、み えと実在 の運動 との両面

か ら舞踊運動 をとらえて 、その関連 を明 らかにす る こと

が必要であろ う。

 そこで本研究 は、先行研 究に加 えて、(1)実在 の舞踊運

動 の質 をと らえる方法 を検討 し、(2)運動表現 の成因 の中

か ら Deslgn 要因 と Tempo 要 因を選び、 運動の質 とその

評定 との関連を明 らか に しようとした もので あ る。

〔研 究 方 法 〕

実験1で は、二種の Design の舞踊運動を三つの Tempo

で行 ない、評定語 にあ らわれた Design と Tempo の関連 を

みようとした。なお、実験2で は、実験1の 普通 Tempo (1=

92) の曲線的(直 線的)舞 踊運動 をもとに して、気持 よ

く踊 れる限界 まで同質の舞踊運動 の長さ を延長 し、その

表現性 の差 を追跡 した。

実験材料 は、踊 り手(女 性舞踊家)に 、舞踊運動の長

さ(表現性 を持 ちうる最少限の長 さ)と Design (曲線 ・直

線)を 指示 し、二種の舞踊運 動 を設定 し、三 つの Tempo

(M・M1=132, 92, 66) で動 きを行い、16mmと8mmカ メ

ラで撮影 した。(実験2は 、上記 のように長 さを延長 した。)

 これらの舞踊運動の質'をみるために16mmフ ィル ムによ

る(1)運動分 析(形 態図、運 動現像 図、軌跡図 の作成。 舞

踊運 動の速度、範囲 の算出。運動 要因 の分類 な ど)を 行

った。

舞踊運動 とその表現性 の関連 をみるために、実験材料
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の舞踊運動 をFilmで 一般 女子学生(105名)に 見せ、各 々

の舞踊運 動 について(2)評定及び 、自由記述 を行 った。

 評定結果 は、評定表 の各項 目で 「ひ じょうに」 を選 ん

だ頻数が30%を 越 える場合 を有効評定 とみ な して処理

した。

〔研 究 結 果 〕(表1, 2, 図1参 照。 但 し、実験2に

っいての表 、図は紙 面の都合 によ り省略)

I. Deslgn 要因 と運動 の質 にっいて、その結果 をみると、

(1) 曲線的 Design の舞踊運動 では、(1)運動分 併 ……身体の

末端 以外 の部位 が運動 をリー ドし、 また静止、運動 いず

れの状態 においても身体 で弧 を形成 してい る。(2)評定…

…三つの異 なるTempoに 共通 して有効 評定 を得 た用 語は
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▼ 直 線 的 な 動 き (330コ マ ～369コ マ)

▼ 曲 線 的 な 動 き (0コ マ～132コ マ)

図2 そって起 きる動 き

(6コ マ毎 に, 右 手先, 右肩, ウェス

ト, 膝, 足先 を通 る体 の線 を トレース

した。 ● は頭頂部 を示す。

▼ 曲線的 な動 き

▼ 直線 的 な動 き

表 一 1 評 定 頻 度<実 験1>

曲 線 的 Deslgn の舞 踊 運 動 直二線 的 Deslgn の舞 踊 運 動

表一 2 八 つ の 舞 踊運 動 の 相 関
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ないが、Tempoが 遅 くな るに従 って〈まるい〉〈静 かな〉

〈持続的 な〉〈ゆ っく りした 〉〈流 れるよ うな〉につい

て、 「ひ じょうに」の選択 人数が増 し、(例 ・く まるい〉

について「ひ じように」を選択 した人数 は、曲f(注2)=4人 、

曲m=13人 、曲s=58人 で、有効 評定 は曲sの み)感 情 の

傾向 が明確 にな る。なお、(3)舞踊運 動の長 さが長 くな る

と、評定語の選択(ま るい、ひ ろが ってい く、均 整の と

れた、流れ るような)が 明確 にな り、 自由記述では、や

わ らかい、や さしい、きれい、美 しいな どと同類 語の記

述 が多 くな り、 評定 の価 と等 しく一定 の方 向に拡 が りが

み られる。

(2) 直線的 Design の舞 踊運動 では、(1)運動分 析… …身体の

末 端部が運 動 を リー ドし、 また静止、運動 いず れの状態

に おいても身体 で直線 を形成 してい る。(2)評定 … … いず

れの Tempo で も〈 とが った〉感 じは失なわない。

II. Tempo 要因 と運動 の質 についてみ ると、

曲線的 Design、 直線的 Design の舞踊運 動は共 に、10

秒間におよそ5つ 以上 の動 きがある場 合は〈スピードのある〉

感 じに受 けとられ、その数が2つ 以下の場合には 、〈ゆ

っくりした〉感 じに受 け とられ ると認め られ る。

III. これ らの評定方法の妥当性 をみ るために、評定結果

の相関関係(表2)と 有効 評定 を得た語(表1)と を照

合 した結果、共通 して有効 評定 を得た語が 多い舞踊運 動

ほ ど、その相関 も高 くなる。(例 ・直fと 直dに 共通 し

た有効評定は5語 で、相関係数は0.97920)そ こで、舞踊運

動 の表現質については、30%以 上 の人が 「ひ じょうに」

感 じた と評定 した語 は、その舞踊運 動が持 つ明 らかな一

つ の表現質であ るとみなす ことは妥 当であると認定 した。

 以上 、今回の研究 では、本研究 の限界内において舞踊

運動 における曲線的 ・直線 的 Design の性格 を明 らかに し、

運 動表現の形態的側 面についての一つの成果 を得 たと認

め られ よう。今後 は、引 き続 いて同一の方向 で継続研究

をつづ け、時性 及び力 性の面か ら運 動表現 の特性 を明 ら

かに しなければな らない と考 える。

 な お、学会発表後 、本研究 で設定 した評定用語 の妥当

性 をみ るために、柴 が評 定用語 の相 関 をとり、「軽 やかな」

「重 々 しい」の二語以外 は、評定用 語 として妥 当である

こ とを確認 した。

(注1)「動きの感情価 に関す る研究」松本、川 口(1972年)

東京教育 大学体育 学部紀要

(注2) 曲(直)… … 曲(直)線的 Design、m…1=92、s…1=

66、f…1=132、d… 実験2の 舞 踊運動を示す。
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